景観チェックリスト【ゾーン別配慮指針～河川周辺景観ゾーン～】
評価欄：　◎十分配慮した　○配慮した　－該当なし

	景観形成の方針
	配慮指針
	評価
	配慮したポイント

	河川周辺の斜面林などの緑の保全・活用を図る
	河川からの眺望景観を保全するため、河川周辺の斜面林などの保全・活用に努める。
	
	

	
	花見川や坂月川の橋などの眺望できる場所からの眺めに配慮する。
	
	

	
	周辺の緑とのつながりに配慮する。
	
	

	水辺の広がりを活かした景観の形成を図る
	水辺の広がりを阻害せず、緑や水辺と調和する建築物や工作物、屋外広告物等の規模、配置、形態意匠を工夫する。
	
	

	
	大規模な擁壁や法面を生じない造成に努める。
	
	

	
	自然豊かな水辺空間の周辺では過度な光を使用しないように配慮する。
	
	

	緑豊かな水辺景観の保全・創出を図る
	河川に面する側の緑の創出を図る。
	
	

	
	橋の周辺や水辺の道とのつながりに配慮する。
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	景観形成の方針
	配慮指針
	評価
	配慮したポイント

	周辺の市街地と一体となった魅力ある河川沿い空間の創出を図る
	建築物は、河川に対して正面を向けた配置となるよう配慮する。
	
	

	
	河川沿いには積極的に緑地やオープンスペースを設けるよう努める。
	
	

	
	河川沿いは統一感のある色彩・意匠とし、一体感のある景観の形成に努める。
	
	

	
	主に市街地の中の河川沿いでは、低層部からの漏れ光などを活用して、河川沿いを散策したくなるような魅力的で連続性のある夜間景観の創出に努める。
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